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Ⅰ．研究の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
１．研究主題 

資質・能力を育成する言語活動の創造  

～話すこと・聞くこと教材における「言語活動」の効果的な活用を通して～  

 

 
５．研究方法 
（１）令和 5～6年度の 2カ年計画で行う。 

（２）中心サークルを設け、石教研第二次研究協議会において授業提言を行う。 

（３）各市町村第二次研究協議会において、主題の解明を図るために、以下の要領で部会研究を進める。 

  ・授業学年の各教材について，「どの教材でどのような言語活動が適当か」を、児童の実態を鑑みな
がら検討し、年間指導計画を作成する。 

  ・年間指導計画に沿って、公開授業単元の学習構成を検討する。 

  ・授業公開後、事後研をもち、提言をまとめる。 

（４）実技理論研修会を開催し、今研究に関わる学習および日常の実践に生きる学習の場を設定する。 

（５）「各学年の指導事項」を作成し、年間指導計画作成の際に役立てられるよう、HPにも掲載する。 

 

 

４．研究内容 
 「話すこと・聞くこと」領域の言語活動を取り入れた場面 
（１）「内容・構成の検討」「考えたの形成」における「話すこと・聞くこと」を高るための指導事項 

（２）「話すこと・聞くこと」を高めるために効果的な「主体的・対話的で深い学び」 

 

３．研究仮説 
  指導事項や学習内容を明確にし、学習過程を工夫することにより、言葉の特徴や使い方等を理解

し、自分の思いや考えを深められる児童を育てることができるであろう。 

２．研究主題設定の理由 
① 研究の経過について   第 28期では、「読むこと」領域において、「構造内容の把握」「精査・解釈」のための指導事項を
明確にし、それを切り口に新しい読み方を研究してきた。その教材を使って、思考力・判断力・表
現力等といった資質・能力を育成することが重要であり、長年「読むこと」領域の研究を続けてき
たが、国語科における「話すこと・聞くこと」領域の学習活動はまさにその資質・能力に直結する
内容であり、研究に値すると考えた。 

②「資質・能力を育成する言語活動」について 
新「学習指導要領」「第 1 目標」のなかで、「言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表
現する資質・能力」とある。言語活動を取り入れること自体が目的なのではなく、あくまで思考
力・判断力・表現力等といった資質・能力を育成するための言語活動という位置づけである。 

③「話すこと・聞くこと教材における言語活動」について   
  新「学習指導要領」における言語活動として、「話合い」が重視されており、学んだ知識を基にし
て協働によってその考えを広げたり深めたりすることを通して、思考力、判断力、表現力等といっ
た資質・能力を育成できると考える。「話すこと・聞くこと」領域はまさに話合いの活動であるた
め、発達段階や実態に合わせてどのような言語活動が効果的か、研究を進めていく。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 
１．実践研究の経過（全体研究） 

（１）中心グループによる研究経過 

４月１４日 石教研第一次研究協議会 

４月１４日 国語（小）部会 第１回役員研修会 

            研究計画の概要の確認等 

４月下旬～９月中旬 研究協議・研究授業・各市町村専門部会第二次研究協議会 

５月１６日 専門部会役員研究協議会  

５月２２日 国語（小）部会 第２回役員研修会 

５月２５日 国語（小）部会 第３回役員研修会・第１回推進委員研修会 

６月２９日 国語（小）部会 第４回役員研修会 

７月１１日 国語（小）部会 第５回役員研修会・第２回推進委員研修会 

８月２１日 国語（小）部会 理論研修会 

各市町村専門部会第二次研究協議会 

９月２６日 国語（小）部会 第６回役員研修会 

１０月１３日 石教研専門部会第二次研究協議会 

１１月 ６日 国語（小）部会 第７回役員研修会 

１１月１４日 国語（小）部会 第８回役員研修会・第３回推進委員研修会 

１月 下旬 国語（小）部会 第９回役員研修会 

 国語（小）部会 第１０回役員研修会・第５回推進委員研修会 

 １月 下旬 各市町村専門部会第三次研究協議会 

２月 中旬 国語（小）部会 第１１回推進委員研修会・第６回役員研修会 

 

（２）中心グループでの研究成果 

○推進委員研修会および役員研修会を通じて、石教研専門部会第二次研究協議会開催に向けた

実践研究の方向性、改善点等を明確にすることができた。 

○石教研専門部会第二次研究協議会等の機会を通じ、各サークルの取組状況や分科会討議の方

向性を確認することができた。 

○「どの教材でどのような指導事項や学習内容が適当か」について実践交流を行うことができ

た。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 
（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容（低学年） 
① 授業公開の様子 

１年生 教材名「ともだちのこと、しらせよう」 

授 業 者：      教諭（      小学校） 

本時の目標：知りたいことを、友だちに質問することができる。 

 児童の活動 教師の働きかけ 留意点・評価 

導
入 

１．前時の学習を振り返る。紅南小学

校の話し方・聞き方を確認する。 

・紅南小「話し方・聞き方」を提示し

確認させる。 

 

展
開 

２．学習課題を確かめる。 

 

 

 

３．教科書を読んで、話し合いの流れ

をつかむ。 

・ペアで教科書を読み、話し合いの練

習をする。 

４．隣同士でペアになりタブレットで

写真を見せ、「週末に一番楽しかった

こと」についてインタビューし合う。 

・ワークシートを配付。 

 

 

 

・順番に聞くこと、何度も聞いてもよ

いことを板書して確認する。 

 

 

 

 

・バイシンクボード

に教科書を映す。 

○か  ともだちのたのしかったことをくわしくきこう。 



展
開 

・質問する人、される人に役割を分け

て８分間、ペアで学習する。 

・質問する人は、相手のタブレットを

見ながら質問をして、ワークシートに

回答を書き込む。 

「楽しかったことは何ですか」 

「誰と行ったのですか」 

「どんなことをしたのですか」 

「いつ行きましたか」 

「どこに行きましたか」など 

 

５．質問してわかったことを発表す

る。 

 

 

 

 

 

６．役割を交代して、同様に行う。 

・互いに体を向けて、画面を見せなが

ら話をするように指示する。 

 

・ワークシートの項目について質問を

するように指示する。すべての質問項

目が終わったらさらに自分の聞きたい

ことを質問し、ワークシートの裏に書

いてよいことを確認する。 

 

・机間指導し、活動が難しい児童に個

別に支援をする。 

 

・聞き取れたことを確認し、全体で共

有させる。 

・聞き方でよかったところを取り上げ

て紹介する。 

 

 

 

 

 

 

評  項目に沿って質

問し、聞きたいこと

を落とさずに聞いて

いる。 

ま
と
め 

７．学習のまとめ 

・今日の学習課題を確認し、写真を見

ながらインタビューをして、友達の楽

しかったことを聞くことができたか、

◎〇△で自己評価する。 

 

・挙手で自己評価の確認をする。 

 

②分科会での協議内容 
【授業者より】 

いつも一緒に過ごしているクラスの友達も、家でどのように過ごしているかはわからないため、意欲喚

起を狙って「週末に楽しかったこと」を話題とした。聞き取って書くことに時間がかかるため、担任が話

したことを聞き取ってメモをするトレーニングを積んだ。 

【責任者より】 

  新たに指導するのではなく、本校で使っている「話し方・聞き方」を 

指導事項として使った。それにより、日常的な指導が可能になった。 

タブレットは普段から使い慣れていることから、写真を撮ってそれを題材に話すことにした。他の単元で

４人グループで話し合いをした際、話せる児童とそうでない児童の差が大きかったため、ペア交流とし、

ペアの組み方も配慮した。 

 

③成果と課題 
〇タブレットで撮った写真を用いたことで、知りたいという意欲を喚起することができた。質問したことを

もとに文章を書いて発表するというゴールを明確にしたことや、ペアの活動で話し手・聞き手という役割

を明確にしたことで、主体的に話そう聞こうとする姿が見られた。また、普段から、担任が話したことを

聞き取りメモに取ることや、本校で取り組んでいる「話し方・聞き方」を活用することで、日常的に話す

力、聞く力を育てることができた。 

△「話す・聞く」の評価の在り方を考えるべきだった。話す・聞くの活動量をもっと確保する必要があった。

話型は、のびしろ層の児童には助けになるが、かえってそれが活動の幅を狭めることもあるので、何を聞

くのかを自分で考える単元計画でもよかった。  
（２） 専門部会第二次研究協議会での交流内容（高学年） 

① 授業公開の様子 
６年生 教材名「みんなで楽しく過ごすために」 

授 業 者：      教諭（       小学校） 

本時の目標：目的や条件を意識しながら、進行計画に沿って考えを広げたりまとめたりすること

ができる。 

 〇〇さんは、サッカーをしたそ

うです。背中に英語があったので

聞いたら、名前を書いているそう

です。 



 児童の活動 教師の働きかけ 留意点・評価 

導
入 

１．前時を振り返る。 

 

２．学習課題を考える。 

 

 

 

 

 

 

・前時の学習をもとに学習課題を引

き出す。 

 

 

展
開 

３．進行計画を確認する。 

①考えを広げる。 

・意見を出し合う。 

・質問し合い、理解を深める。 

②考えをまとめる。 

・議論する視点を見つけ、仮の結論を決め

る。 

・話し合いをまとめる。 

 

４．グループで理由や根拠を明確にしなが

ら、進行シナリオに沿って互いの意見を出

し合う。 

・私はばくだんゲームがよいと思います。

前に遊んだ時に全員で楽しめたからで

す。・・・など 

 

５．それぞれの意見について質問し合う。 

・ケイドロは全員が参加できる工夫は考え

ていますか。・・・など 

 

 

６．目的や条件に合わせて議論の視点を決

め、仮の結論を決めて話し合いをまとめ

る。 

 

７．班で出た意見を全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．話し合いの良かった点、難しかった点

を振り返る。 

 

９．振り返りを交流する。 

・話し合うときに「だから」という理由を

表す言葉を使えた。 

・前回よりもうまく意見を出し合えた。 

 

・よりよい話し合いにするため、表

現の仕方に気を付けることを確認す

る。 

・目的と 

条件を確 

認する。 

 

 

・前時のワークシートをもとに、理

由や根拠を明確にして交流させる。 

 

 

 

 

 

・言葉の働きを生かし、互いの意見

を理解するような話し合いになるよ

う助言する。 

・発言できない児童に目的や条件に

立ち返って考えるよう助言する。 

・視点を決めて話し合うよう助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りシートに、学習したこと

を記入させる。 

 

 

・話し合いで大切

なことやキーワー

ドを掲示してお

く。 

 

 

 

 

・役割を意識させ

る。 

・時間を区切る。 

 

 

 

 

 

評 質問したり反

応したりして、自

分の考えを比べた

り広げたりするこ

とができたか。 

 

・ダイヤモンドラ

ンキングを使って

結論を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タブレットを使

用。 

評 目的や条件に

応じて、考えを広

げたりまとめたり

することができた

か。 

ま
と
め 

１０．次時の見通しをもつ。 ・次の時間の学習内容を確認させ

る。 

 

○課  目的や条件に合わせて、考えを広げたりまとめたりしよう。 

視点は、「２年生でも楽しめる」

です。１位はドッジボールです。理

由は時間内にできてハンデをつけら

れるからです。２位の鬼ごっこは差

が大きくなって２年生が楽しめない

からです。２位はだるまさんの一日

で、時間内に終わらないからです。 



 
②分科会での協議内容 
【授業者より】 

 個人差が大きく、自分の意見をもてない児童も多いが、思考ツールを用いたことで意見を言える児童が増

えた。言葉遣いに関しても、受け止めたり、根拠をもったり、目的に向かって話すなど、意識している様子

が見られた。話し合いでは、「視点を定める」ことを意識させた。 

【責任者より】 

 本校の縦割り活動と関連させた授業を行ったことで、児童がより高い問題意識をもって臨むことができた。

フィッシュボーンやダイヤモンドランキングといった思考ツールを、自分の立場や考えをはっきりさせると

きに使った。ダイヤモンドランキングでは、視点をはっきりさせたことで１つに絞っていく思考がもてた。 

 

③成果と課題 
○話し合いの順序や視点を掲示しておくことで、本来の目的からずれることなく話し合いを進めることがで

きていた。実際の活動につながる話題を題材にしたことや、思考ツールを活用したことで、児童が問題意

識や興味をもって主体的に学習を進めることができていた。 

△思考ツールは、効果的な側面もあったが、全体の意見を見える化する、全員が使用する場面をつくるなど、

もっと活用の幅を広げることができる。振り返りの視点があいまいだった。本時の内容や目標に応じた振

り返りをすることで単元を通して積み重ねることができる。  
（２）専門部会第二次研究協議会での協議内容 
低学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○デジタル教科書の動画の活用や板書や掲示物の工夫で、目的意識をはっきりさせて話し合い

活動ができた。ジャムボードの活用で考えを共有しながら話し合いができた。（千歳） 

○自分の考えに理由を加えて伝え、付箋やホワイトボードを活用しながら、グループごとに自

分たちの力で比較・分類を行う姿が見られた。（恵庭） 

○相談メモを使うことで児童全員が自分の考えをもち、台本を活用することでどの児童も見通

しをもって話し合いに参加し、手順通りに話し合いを進められた。（江別） 

○テーマを決めて話し合いの練習をしたり、発表をタブレットで録画して練習を繰り返したり

して本時の学習につなげたことで、活発に話し合う姿が見られた。（北広島） 

＜課題＞ 

●ICT の活用は、学習の目的に合わせて取り入れるだけでなく、発達段階を踏まえて、操作の

困難さや学習に支障をきたさないかなど、思慮すべきことが多い。 

●時間設定や話し合いの「型」など、教師側が意図的にマネジメントして話し合わせることが

必要である。 

高学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○付箋や模造紙などを用いて、話し合いを「視覚化」「記録化」する工夫を行うことで、児童

が活発な意見交流をすることができた。（千歳） 

○掲示物や話し合いのシナリオを用いたことで安心感をもってスムーズに話し合いを進められ

た。ジャムボードで可視化することで参加意識が高まった。（恵庭） 

○児童が話をしやすいテーマ設定、PMI シートの活用により、ほとんどの児童が自分の考えを

もち、話し合いの中で考えを付け足したり修正したりし、思考が深まった。（江別） 

〇自分の立場の考えを文章化して準備したり、討論の進め方を提示したりしたことで、多くの

児童が話し合いに主体的に参加できた。（北広島） 

〇考えを広げるためにワークシートを用い、討論の映像を視聴するなどの手立てを講じること

で、ことで、討論の土台としての型を身に付けさせることができた。（新篠津） 

＜課題＞ 

●自分の意見をもつために「書く」活動を取り入れるが、それが「話す」につながらない場面

があった。 

●各市町村が、様々な ICT ツールを活用していた。効果的な側面が大きいが、授業の中で使う

には、それぞれの特性を適切に生かしていく必要がある。 



Ⅲ．教育課程研究 
１．研究の経過 
 石狩管内小学校教育課程〈追補編〉の編成に伴い、題材一覧表と指導計画の作成を行った。 

２．研究の成果と課題 
 教科書の改訂に伴い、題材一覧表と指導計画を作成したので、今後の教育課程編成のよりどころとして、

役立てていただきたい。 

 

Ⅳ．実技理論研修会 
１．研修会の内容 
「言葉による見方・考え方を身に付けるための国語科授業」 
講師：筑波大学附属小学校 教諭 青木 伸生 氏 

８月２１日（月）江別市立江別第二小学校 

  今年度は、zoom で筑波大学附属小学校と繋いで、開催した。部会の研究主題に沿う内容で、対話を取

り入れた授業づくりのヒントをいただいた。 

２．研修会の成果  【講話の内容】 
  「聞く力」を育てることが対話を促すうえで最も重要である。対話を支えるのには、「笑顔」「反応」「応

援する心」の３つの要素があり、これらはすべて聞き手に求められることである。コミュニケーションを

支えるのは受け止める力であり、いかに聞いてくれる子どもを育てるか、人の話を聞ける子どもを育てて

いるかが大事である。聞ける子どもを育てるには、聞き方の良い子を褒めることが必要であり、表情、う

なずき、自然な拍手など、聞き方が良い児童を褒め価値づけるとよい。 

  「話す」側面から考えると、「話したい」「聞いてほしい」と児童が思えるような仕掛けが必要である。

そのためには教師側が児童にずれを感じさせたり、思考を可視化したりすることで話したいという思いを

喚起することができる。 

  聞く力を備えた学級で、話したい思える題材がそろったときに「対話」が生まれる。こうした言語活動

経験を「話す・聞く」領域の学習に限らず、様々な学習場面で積み重ねることで、話したり聞いたりする

力を身に付けさせることができる。  
Ⅴ．部会研究の成果と課題 
１．成果 
○今まで研究主題として取り組んだことがなかった「話す・聞く」領域について、多くの研究実践を集め

ることができた。 

○少ない配当時数の中で指導事項や学習内容を児童に身に付けさせるために、学習過程や手だての工夫を

することで、「考えの形成」の助けとなる「内容・構成の検討」を行うことができた。 

○学習掲示の工夫や様々な形態での対話的活動などによって、効果的な「主体的・対話的で深い学び」に

迫ることができた。 

 ○４年ぶりに参集した形での第二次研究協議会を行ったことで、実際に授業を見て、意見交流ができたこ 

  とがとても有意義だった。 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題  ●ICT については、何をどの場面でどのように使うかによってその効果は大きく変わってくるため、発達

段階や学習内容も踏まえて、授業者が明確な意図をもって使用していく必要がある。 

 ●評価の仕方については、「話す・聞く」の学習であるが、実際はワークシートに児童が「書いた」事柄で

評価するという場合も多い。「話す・聞く」をどのように評価していくか。 

（文責       ） 


